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I はしがき

昭和 28 :.ド 6 J1トイ 1)に起った北九州各地の倒壊ととれに件う災特は悲惨をきわめた。

同年 9 n 1[ 110林正試験場の綜合調査が行われたが~T，:{;'もその一日として，崩壊地のIjLWH緑化

を日的とし， 1 "J可岨)jではゐもに風師山，戸号卜JI !1也Jt?を調査したので，その柁~県?を ')lÆ 汗する。

なむ調査に際して栂々援助を与えられた熊本営林仙，幅岡県林務部， I "J首j市役所，:t-よひ:調

査にあたってとくに山立を賜わうた門可r!i役所教育委日会 t問主事にì~~}~の謝立を去する。

同行の林お試験J訪;iJ，I，J査W[の方々からは柿々.J/f.I"J(1りの立場から 11))育をいただきJ'f( <感謝の意を

表したい。またとりまとめにあたって御苦労をいただいた原敏男， )lti，JI:澄代の両氏にも厚〈御

干しをけ1 し kげる。

I 早期緑化の対策

門司の崩壊地は:1:砂ゐよび石礁の流出がゐびただししととに表門司厄併は山1jJ.1lが直ちに海

に接しp しかもr! i・ {l11:也はとの山脚部の一帯にるったから，災害はきわめて悲惨なものとなった

(崩壊の詳細川っし、ては川 n ， ~!j( 波両氏，その他の諸氏のすlÆ台を参!!立された L 、)。

山 Ilü施工の実際にあたれば，叫JWごとにいろいろの川題があろうが，とくに( a) れ盤一|二の

傑!長命よてj:夫.:1:の崩壊したととろ。 (b) 厚い赤色土J:Ji.i ~~ 14，が崩壊したととろ。( c) f'll 11 1，土

砂のJHi抗したととろ p などをヰ:III~ として短期I1lJI亡ます寸刊行緑化をはかることをねらいとして検

討したい。したがって千fllJな組問や法林対策などについては，坂 n ，林両氏長上びそのほかの

疏氏の報告を参JfH されたい。

(1) 防災部砂防第二研究室
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1) 赤色土壌の崩壊Jlk

風向li山ゐよび戸 UIIの東，北側主'[-1M，すなわち，訟もに裏門i中也，市や山頂部の〉?C生地，建生

低水上也では p 夫IHJ l1i JIi! 1，1lに比べて山日誌の傾斜がゆるいが，赤色士服白休が深〈崩壊するととろ

が多い。

とれらの崩壊地にはi'?ト1:砂が多く土HJlr し，ととにとの rl'腹以下 C、は佐伯と流If"が起ると巧え

られるので，部医[，'，1な工作物とし，奈Hì'i i も粗菜 ， L誌などで要所-を被覆する必要もあろうが，植

栽は不安定な浮土砂の多いととろであるから階段J:は n 'J木の払引lH'l:のものをできるだけ多く混

植しp さらに放置されがちな恥而にも ~1~長の早い，しかも取扱いのやさしい低十;性のものを株

植するほか，さし本， J1li恨，校まきなどを詰倒的にとり入AL，ととに拡がりのJ1 '_いれ極を植栽

木と併せてJiJいぢかにJ:壌の被覆1) のをはかればirlW\防止の効果が者しいからぜひ実行された

いとJι ぅ。

すなわち，治山川の樹尽わりの u) りとして埴当と考えら tLるものをとれまでの制査によって

のべれば，

t:i*としては

オオパヤシヤプシ， トデナシニセアカシヤ，アカシヤ素J'i，クリ，ネム，ケヤキ，マツ全員，

アベマキ，カシ狛'1，クス

11_~本としては

イタチハギ(①③④)， マルパハギ(①④) , アキグミ(①④)， フヂ(②④) , エエシダ

(①④)，アオキ(①④)，ウツギ(①)，ササたよぴタケ類(②)

ただし( )のうち，①はさし本がやさしく山地にぢかざしもでき，②は担税，③は校まき

する 8) 0) のにすぐれ，④は実播iこもよし、ものを示す。

な立与，以上の舷丹市のほかに，ヤセ地でも生長のllLいアカメカ、、シワや常緑性のヤマモモ，ツパ

キ p サザンカ，オリープなども砂防)IJ としてすぐれたものと考えられ低+:性の肥料木îinとあわ

せて川いるととも;汰みられてよいであろう。

371:陀としては，とく l乙イ111長が平く，拡がりの著しいもの，常緑町， lni.r陰性のものなどの特性

のあるものがすぐれている。すなわち

レッド・トップ(①③⑤)，ケンタツキー・ 31 ・フエスク(①③)，ウイーピング・ラプ・

グラス(①)，マウンテン・プローム・グラス(①⑧)，ス A ース・プローム・グラス(①

③)，オーチヤード・グラス(①③)， トールオート・グラス(①③)， ケンタツキー・ブ

ザユー・グラス(①⑧⑤)，ゐよびススキ万î (①②)，ヨモギ(②④) ，メドハギ(④⑥)，

コマツナギ(⑥) , タケニグサ(④)， ヤハズソウ(①⑥)， カワラケツメイ(⑥)， クズ

(①②④)，ヌスピトハギ，エノコログサ

ただし1--_;1己の( )のうち，①は地上部の拡がりの大きいもの，②は地ドP拡がり ({jV の
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大きいもの，③は生育J~jl:\Jが長いもの(常緑'1生) ，④は棋の深いもの，⑤は1'1'i. .-tが比較的位い

もの，⑥J土肥料三，t[でまうる。 したがって⑤⑥は附段_f-.Iこもとりいれ，①は附伎の外側部(犬走り

にあたるととろ)にも川い，①②④はむもに詩的{に Ji J いれば適切と考えられる。

と iれLらのj~tc叫C弓4

るカか通または生i長毛にあまりえネ号のあるものは一応応、区別してまきつける 14)九。 u集二/氷kの予恕さ iれL;るる附主近tに

は I平立F呪を多〈とりい~Lるのカが:よい。

野生の:r，ï{i[[は現地の環境に対する泊応力がすぐれていると考えられ，h'(倒的に利川するとよ

いが，ときには種子ゃ7fiをえ量に確保で、きないとともあろう。一方栽土庁担(外国間)はたやす

く入子でき，被挺も Jil.い }IIJ~が有利と ~f5-えられる。

なゐ枝fiìCの全長を促進して会的i緑化をできるだけ平くし地工地の安全を計るため，肥料を樹

柏あるいはJ払川によってj歯切に\'，)16)かつ宏分l乙施すととがきわめてん切なととで，しかも肥料

先1) !ï)はそれほど多くはないようであるから，計画のはじめからぜひ充沿みとんでたきたいも

のである 18)10 )OU)。

われ盤 1:の傑M-むよぴ、夫:仁のÌjrj壊I也

点 I"]i司のなfii地に多く，ととに風向li山地帯によく現われていて渓流沿いの斜而では位蝕が若

しい。との部分で、は :1:本 [1'0な毘1 ，'.-1 な山腹二r.が必要であろうが，とのlJ/)イ?に中I{[栽のlli り扱いが粗

雑になされないように立を IJJ いるべきで，衣:1:の露出する部分の被裂がゐそいと，との部分か

ら f必ú~tをうけて悦嬢が起りがちでるる。すなわち喋校長よび岩盤にも拡がる強大なtl~糸をもっ

て生育する捌を多くとりいAL，との生育促進をはかつて，できるだけ地盤を全I古[的に 11]1え，か

っ:1:峻夫耐をはやく被覆し保護するものを取り入れるととによってはじめて確実な効巣がえら

.f Lるとノ汚えら ~Lる。

fffj~[の Jfx_り :J!kいは -11なな1の 1) 1こ i\liやるがそのうちでもとくに

高木としては

オオパヤシヤプシ，ヤシヤプシ，ヤマハンノキ，クロマツ，アカマツ，クリ，アペマキ

{氏イ〈としては

イタチハギ\ハギp アキグミ，フヂ，

平種としては

ウイーピング・ラブ・グラス，マウンテン・ブローム・グP ラス，レヴド・トツフ。，ケンタ

ツキー・ 31 ・フエスク，公よびススキ額，ヨモギ，デカラシパ，エノコログサ，ヤハズソ

ウ，カワラケツメイ，メドハギ，コマツナギ\ヌスピトハギ，クズ

などが遁当であろう。

この土也7JfFは岩盤1此砕J也市宇で、土壌がうすく，とくに肥料が欠乏するとJιわれるととろであるか

ら，肥料をヲセ分に与えるとと，混航して根系が単純にならないようにし，かっそのほかの環境
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条件を有利に導びくとと，ほふく性の31を川い，短期間に拡〈地聞を必手まうととなどが大切で

あろう。 / 
3) 判II+~土砂の土佐積地

崩壊地の土砂， 石礁が大量に押し1-1 1， して，と のため土石流の通過による山腹の破壊やまた渓

流をせきとめ p あるいは渓床をあげ，貯水池iと土佐積しJ且路を破壊した例が少なくない。

とのう ち現に土砂が崩壊地の下部の山腹に大量に堆積するととろでは(たとえば戸上山北部

会:'FrÍÏi) ，すみやかにとのViUl I，防止がで、きるよう前項 1) でのべたもののうち，階段上には生長

の17Lいも の p 根系のi5t~いも のな どをえらび，階段ILIJの斜面には根の拡が りが早くて大きいも の

ととれらに車種をもあわせて，ごく短期に被裂をはかるととがIFf心である 。

また押出 し土砂が扇状地帯， 1柔流沿いの農地lて拡がり，農地として回復するととができない

ような ととろでは，71'\拝防備をかねて生育が早 C Tm芽l生が強しかっ1-1 '， 71'\と土砂の土佐積ーにも

強いもの を選んで摘栽し，ととに低木類も多くとりいれる。

集7Jくされるようなととろには，ヤナギ，ポ プラ，タケ類を多くし，とれにつづいてニセアカ

シヤ，シンジユ，ヌルデ， ラクウショウ，ケヤキなどをとり いれる ととが二号えら ~Gる。

左手な風師山の山脚部のように石r8(~の土佐税するととるでは，とれらの liUに充分根を拡げるも の

がのぞましし高木ではアカシヤ芳しエセアカシヤ類などの きわめて生長の早いものとアカマ

ツ ， クロマツ，ケヤキ，クリ，アベマキ，カ ン類，シ イ知，ク ス，ヤマモモなども仕立てると

とがJ汚えられる。

低木では，アオキ p エエシダ，その他常緑のfnff陰性の も の をとりいれる 。

車種は ， オーチヤード・グラス，その他耐陰性のあるものがよ い。

111 む すび

な奈1.;な裏山 をと ひかえ，その 山)Jl;IJ に TI i1Jqが発法-した門司は， }J)1壊地のすみやかな復旧をはかる

とともに，未崩壊氾も崩壊が起れば ふたたび災害発生が l切らかに予想されるととろであるか

ら， 山腹山脚一帯の綜合的な防災計話iがなされるべきである。

1) ;岳民地の崩壊山肢は速やかに!笠岡な復旧工事が必要で、ある。

2) 赤色土壌の崩壊山 IJ包は刊引の全耐緑化が大切で、，と のため， (a) 階段には深根性のも

の をで きるだけ多く航える。 ( b ) 階段I lIJの斜面は草沿よび低木の実擦，株植え，さし本p 型

J比佐まきなどを行う。( c ) 肥料を多くほどとす。

3) 山l1i!l部には生長が大きし 峡系のひろがるも の を11"( え土砂のMU[ I，防止ゐよび I[~水のため
唱

の I;)j官同本とする。
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お1il\ io IWAKA¥¥'"¥: Erosion Control (2. Rapid green covering) 

R駸um� 

1. The substantial restoration work iE required. early on tﾍ1e slope broken 

by disintegration. 

2. The most suitable way is to pl�'.nt on the whole Etretch of the slope , and 

the following steps are usefull: 

a) to plant c10se to the benches and to grow grasses and bushes by 岳owmg

or cutting of stump. 

b) to manure 0 pulently. 

3. To prevent the soil-flows at the h i11-foot , it is better to build forest for 

damage prevention an� also plant trees and grass under the forest. 


